
Ｆ．事業所の防災・災
害対策

意　　見 今回の改善計画

●運営推進会議に参加していただいている地域の方や家族様にサービスに
ついての自己評価内容を報告し、ご意見をいただく「サービス評価」を行った。
●月に一度利用者様について話し合うミーティングや職員を対象に勉強会を
行っていて、素晴らしいとのご意見をいただいた。
●庭作業や散歩をしたり、計画して遠出するなど外に出る機会が増えている。

●話し合った内容を記載した総括表を自社ホームページに掲載し、共有する。
●利用者様の現在の状態や今後の支援内容を職員間で共有するため、月に一度のミー
ティングを続けていく。
●利用者様の状態に合わせて庭作業や散歩、外出などの支援を継続する。

Ｅ．運営推進会議を生
かした取り組み

●運営推進会議が通常開催となり、施設や地域での活動を伝えている。
●資料を家族様へ送付し、活動報告をするとともに意見がいただけるよう連絡
先を記載している。

●運営推進会議で自分たちの活動を振り返り、今後の活動に生かしていく。

●年2回（内１回は消防士立ち会いの）避難訓練を行っている。
●HPに避難訓練の様子を載せることで家族様に周知している。

●定期的に避難訓練や災害対策研修を行い、利用者様の安全確保の方法を職員間で共
有する。

項　　目

Ａ．事業所自己評価の
確認

Ｂ．事業所のしつらえ・
環境

Ｃ．事業所と地域のか
かわり
Ｄ．地域に出向いて本
人の暮らしを支える取
り組み

●環境整備・感染症対策をはじめ、挨拶など出来ている。
●施設に家庭菜園があり、庭作業が好きな利用者様と一緒に野菜を育ててい
る。
●収穫した季節の野菜も取り入れて調理している。

●衛生管理に気を付ける。
●庭作業は利用者様の体調に合わせて行えるよう支援を続けていく。
●日常生活の中で利用者様同士が交流出来る環境を作る。

●地域の方とのかかわりが途切れないよう、散歩や外出先で会った方に挨拶
している。
●今年は秋祭りが開催されたので、施設へ来た神輿や獅子舞をみるなど地域
の方と交流できた。
●地域の方と交流できる場所として小野のサロンや水泥公民分館、客天満宮
をあげていただいた。

●散歩で地域の方と会った際の挨拶や、秋祭りなどの催事に積極的に参加し交流を続け
ていく。
●地域の方と交流できる場所としてサロンや水泥公民分館、客天満宮をあげていただい
たので出来る限り活用していきたい。
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喜井　茂雅
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法人・
事業所
の特徴

理念である「自分がされたり言われて嫌なことはしない言わない」という関わり方を常に心掛け、
なじみの関係を大切にして、在宅での生活が継続できる支援を行っています。
お祭りなど地域の行事活動に積極的に参加させていただき、地域とのふれあいを大切にしてい
ます。


